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水
道
局
で
は
、
６
月
１
日
か

ら
７
日
の
水
道
週
間
に
、
水
道

事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
「
水
の
学
校
２
０
０
０
」

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

ボランティアによる絵本を楽しむ会
テーマ みどりがいっぱい　
対象 幼児以上
申し込み 当日直接会場へ
期　日 時　間会場・問い合わせ

沼垂図書館（�241-4116）
鳥屋野図書館（�285-2372）
坂井輪図書館（�260-3242）

午前11時～同45分
午前10時半

～11時15分

５／13

５/13・27

石山地区公民館 木彫り初心者講習会
日時 ６月７・14・21日午後１時～４時
内容 花柄の急須敷きを作る
定員 先着10人　参加費 500円
申し込み 同館（�286-5631）へ

市美術館

�時代をつくった作家たち（日本編）�
日時 ５月20・27日午後１時半から
内容 岸田劉生とその周辺の作家たち
定員 100人　参加費 300円
申し込み ５月14日（必着）までに往
復はがきに講座名、住所、氏名、電話番
号、年齢を記入し、〒951‐8556同館（�
223-1622）へ　※応募多数の場合抽選

沼垂図書館 10時の読書会
日時 ５月18日午前10時～正午
テーマ図書 「長崎ぶらぶら節」なかに
し礼著（文芸春秋）
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�241-4116）へ

北地区公民館 初心者大正琴教室
日時 ５月23・30日、６月６日午後１
時半～３時　定員 先着15人
申し込み 同館（�259-7330）へ

中地区公民館　朗読ボランティア入門

コミュニケーションづくり講座
日時 ５月17日～７月５日毎週水曜日
午前10時～正午　対象 成人先着20人
申し込み 同館（�271-0017）へ

西総合スポーツセンター
問い合わせ 同センター（�268-6400）へ
�コスポッポ親子遊戯教室
日時 ５月11日午前10時～11時半
対象 幼児と保護者　※保護者は入館料
200円必要　
申し込み 当日直接同センターへ
�中高齢者テニス教室
日時 ６月８日～７月６日午前10時～正
午（月・木曜全８回）
対象 50歳以上15人 参加費 5,500円
申し込み ５月17日（必着）までに往
復はがきに教室名、住所、氏名、電話番
号、年齢、性別、過去の受講の有無を記
入し五十嵐１-6368-48、同センターへ
※応募多数の場合抽選

新潟地域職業訓練センター

パ ソ コ ン 入 門 講 座
日時 ６月２日～27日毎週火・金曜日
昼◯午後１時～４時 夜◯午後６時～９時
定員 各先着20人　参加費 16,000円
申し込み 同センター（�271-2535）
へ　※月曜休館

昨年の「水の学校」

講
師
の
大
山
の
ぶ
代
さ
ん

を
開
催
し
ま
す
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
の
水
道

事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
90
年

を
紹
介
す
る
水
道
の
あ
ゆ
み
パ

ネ
ル
展
や
、
い
ろ
い
ろ
な
水
が

味
わ
え
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
な

ど
、
水
に
関
す
る
楽
し
い
催
し

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
動
く
親
子
水
道
教
室

と
講
演
会
は
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

�
水
道
の
あ
ゆ
み
パ
ネ
ル
展
と

ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー

日
時

６
月
４
日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
半

会
場

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
１
階
ア
ト

リ
ウ
ム

�
日
本
海
タ
ワ
ー
無
料
開
放

日
時

６
月
４
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

�
動
く
親
子
水
道
教
室

日
時

６
月
10
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

見
学
場
所

阿
賀
野
川
浄
水

場
、
猪
苗
代
湖

対
象

小
学
生
と
親
90
人

�
講
演
会
「
楽
し
い
生
活
と

水
」

日
時

６
月
11
日
午
後
２
時
〜

３
時
半

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

講
師

大
山
の
ぶ
代
（
声
優
）

定
員

４
４
０
人

申
し
込
み

５
月
22
日（
必
着
）

ま
で
に
は
が
き
に
「
動
く
親
子

水
道
教
室
」
・
「
講
演
会
」
の

別
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
・

８
５
６
０
水
道
局
（
�
２
６

６
・
９
３
１
１
）
へ
　

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
４
人
ま

で
記
入
で
き
ま
す
。
応
募
多
数

の
場
合
抽
選

あ
ん
し
ん
水
道
診
断
２
０
０
０

70
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の

人
を
対
象
に
、
蛇
口
や
水
道
管

の
診
断
を
、
市
管
工
事
業
協
同

組
合
の
協
力
を
得
て
無
料
で
行

い
ま
す
。

対
象
世
帯
に
は
、
訪
問
予
定

日
な
ど
を
記
載
し
た
お
知
ら
せ

を
、
事
前
に
郵
送
し
ま
す
。

期
間

６
月
１
日
〜
15
日

対
象

東
新
潟
地
区
約
３
０
０

０
世
帯

市
で
は
「
良
寛
１
７
０
年
祭
」

の
一
環
と
し
て
、
５
月
12
日
か

ら
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
の
ス
タ
ジ
オ
Ａ
で

「
良
寛
と
新
潟
市
」
展
を
開
催

し
ま
す
。

同
展
は
、
偉
大
な
文
化
人
で

あ
る
良
寛
へ
の
愛
着
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
実
施
す
る

も
の
。「
良
寛
と
新
潟
市
」「
良

寛
の
遺
墨
」
の
ふ
た
つ
の
コ
ー

ナ
ー
に
分
け
、
本
市
に
あ
る
良

寛
の
遺
墨
や
関
連
資
料
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

「
良
寛
と
新
潟
市
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
良
寛
を
敬
愛
し
た
新
潟

の
先
人
た
ち
の
資
料
や
、
本
市

に
あ
る
良
寛
に
関
す
る
石
碑
の

拓
本
を
展
示
。
會
津
八
一
に
よ

る
良
寛
作
品
の
軸
な
ど
も
紹
介

し
ま
す
。

「
良
寛
の
遺
墨
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
本
市
所
蔵
の
良
寛
の
遺

墨
を
中
心
に
、
書
を
展
示
。
妙

高
高
原
町
の
昭
徳
稲
荷
神
社
所

蔵
の
、
良
寛
が
法
華
経
を
賛
美

し
て
作
っ
た
「
法
華
讃

ほ

っ

け

さ

ん

」
、
北

方
文
化
博
物
館
所
蔵
の
典
型
的

な
草
書
で
書
か
れ
た
「
七
言
詩

屏
風
」
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
資
料
館
が
所
蔵

し
て
い
る
新
潟
市
指
定
文
化
財

「
飴あ

め

屋
看
板
」
も
展
示
。
柾
谷

小
路
に
あ
っ
た
商
家
の
当
主
飴

屋
万
歳
が
、
こ
の
看
板
を
書
い

て
も
ら
う
た
め
に
良
寛
を
地
蔵

堂
ま
で
追
い
か
け
、
懇
願
の
末
、

望
み
が
か
な
っ
た
と
い
う
一
品

で
す
。
明
治
41
年
の
新
潟
大
火

に
も
、
災
禍
を
免
れ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
ち
、
良
寛
と

新
潟
の
町
の
直
接
の
ゆ
か
り
を

有
す
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
12
日
〜
21
日
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
半

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ス
タ
ジ

オ
Ａ

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
課

（
�
内
線
２
２
５
２
）
へ

５
月
12
日
か
ら
�
良
寛
と
新
潟
市
�
展�

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
身

近
な
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
市
政
懇
談
会
」
を
木
戸
地
区

で
開
催
し
ま
す
。

地
区
で
選
ん
だ
議
題
は
次
の

通
り
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
会
場

の
皆
さ
ん
か
ら
自
由
に
発
言
し

て
い
た
だ
く
時
間
も
あ
り
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時

５
月
12
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

会
場

Ｎ
Ｔ
Ｔ
新
潟
体
育
館

（
山
木
戸
４
）

対
象

木
戸
地
区
在
住
の
人

市
側
出
席
者

市
長
、
ほ
か

議
題
　
①
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

早
期
建
設
に
つ
い
て

②
大
石
排
水
路
の
改
修
、
環
境

対
策
の
推
進
に
つ
い
て

③
出
来
島
上
木
戸
線
完
成
後
の

笹
越
橋
等
周
辺
の
交
通
渋
滞
対

策
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室

（
�
内
線
２
０
６
５
）
へ

※
懇
談
会
当
日
は
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

市
で
は
、
臓
器
提
供
の
意
思

の
有
無
な
ど
を
記
入
し
て
お
く

「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

臓
器
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
書
面
に
よ
る
本
人
の
意
思

表
示
が
必
要
で
す
。
ド
ナ
ー
カ

ー
ド
は
、
記
入
し
持
ち
歩
く
こ

と
で
自
分
の
思
い
を
明
確
に
示

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
供
す
る
意
思
の
あ
る
場
合

は
、
そ
の
旨
を
家
族
に
伝
え
、

臓
器
提
供
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
家

族
の
反
対
が
あ
る
場
合
は
、
死

後
、
臓
器
の
提
供
は
で
き
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
カ
ー
ド
と
一

緒
に
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

保
健
所
総
務
課

（
市
役
所
第
２
分
館
１
階
）、
市

民
課
、
地
区
事
務
所
、
連
絡
所
、

地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課

（
�
内
線
３
６
１
３
）
へ

日
時
・
集
合
場
所

５
月
14
日
午
前
９
時
半
〜
10
時
半
（
雨
天

中
止
）
・
割
烹
の
宿
「
湖
畔
」
前
広
場

用
具

市
で
用
意
し
ま
す
が
、
長
靴
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
お
持
ち

の
人
は
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
（
�
内
線
２
７
５
４
）
へ

佐潟月例自然観察会 佐潟自然散歩
日時 ５月13・27日午前10時～11時半
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター
申し込み 当日直接集合場所へ
問い合わせ 同センター（�264-3050）へ

今
年
は
良
寛
さ
ん
が
亡
く
な

ら
れ
て
か
ら
１
７
０
年
と
な
り

ま
す
。

多
く
の
研
究
者
に
よ
り
良
寛

さ
ん
の
残
さ
れ
た
漢
詩
、
和
歌
、

俳
句
、
手
紙
文
を
は
じ
め
、
書
、

逸
話
な
ど
多
く
の
関
係
資
料
が

発
掘
さ
れ
、
良
寛
さ
ん
の
思
想

や
行
動
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い

研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

良
寛
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
と

手
ま
り
を
つ
い
て
遊
ん
で
い
た

り
、
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
い
て

小
屋
の
中
で
眠
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
り
と
い
う
童
心
を
持
っ
て

い
た
人
だ
と
い
う
逸
話
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
７
５
４
首
に
も
及
ぶ
漢
詩

を
残
さ
れ
て
い
た
り
、
會
津
八

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
し
、

漢
詩
や
和
歌
な
ど
に
も
良
寛
さ

ん
の
学
識
を
背
景
に
し
た
優
れ

た
も
の
が
多
く
あ
り
、
人
生
い

か
に
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
大
い
に
啓
発
さ
れ

ま
す
。

ご
自
分
の
気
持
ち
が
素
直
に

表
現
さ
れ
て
い
る
和
歌
や
俳

一
先
生
に
よ
れ
ば
数
千
年
に
一

人
で
る
か
ど
う
か
と
い
う
大
変

な
書
家
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

当
時
の
江
戸
で
書
の
大
家
と

い
わ
れ
た
亀
田
鵬
斉
さ
ん
も
良

寛
さ
ん
と
会
わ
れ
て
、
そ
の
書

風
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
帰

良
寛
さ
ん
は
「
愛
語
」
と
い

う
人
々
に
慈
愛
の
心
で
や
さ
し

い
言
葉
を
か
け
る
行
の
実
践
を

目
指
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の

や
さ
し
さ
が
銅
像
の
お
顔
に
も

よ
く
表
わ
れ
て
お
り
、
名
作
だ

と
思
い
ま
す
。

５
月
20
日
、
21
日
と
新
潟
市

民
芸
術
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る

る
の
で
す
か
ら
随
分
健
脚
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。こ

の
た
び
、
古
町
通
６
番
町

の
交
差
点
に
新
潟
良
寛
会
の
皆

さ
ん
の
募
金
活
動
に
よ
り
、
良

寛
さ
ん
が
新
潟
で
詠
ま
れ
た
漢

詩
の
詩
碑
と
良
寛
像
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

ち
こ
ち
の
托
鉢
行
脚
の
の
ち
39

歳
こ
ろ
越
後
に
戻
ら
れ
て
い
ま

す
。弥

彦
山
の
近
く
の
国
上
山
山

麓
に
あ
っ
た
五
合
庵
で
修
行
の

生
活
を
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か

ら
新
潟
に
も
何
回
か
来
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

約
50
キ
ロ
も
歩
い
て
来
ら
れ

句
、
力
強
く
の
び
や
か
な
線
で

独
特
の
筆
づ
か
い
で
書
か
れ
た

書
作
品
な
ど
、
心
も
洗
わ
れ
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

良
寛
さ
ん
は
出
雲
崎
で
生
ま

れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
18
歳
で

仏
門
に
入
り
、
岡
山
県
玉
島
の

曹
洞
宗
円
通
寺
な
ど
に
て
約
20

年
間
の
修
行
を
さ
れ
、
全
国
あ

良
寛
１
７
０
年
祭
で
は
、
良

寛
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
お

ら
れ
る
、
日
・
米
・
仏
・

ロ
・
中
の
５
カ
国
の
方
々
に

よ
る
初
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
開
催
さ
れ
ま
す
し
、
創

作
能
も
演
じ
ら
れ
ま
す
。

良
寛
さ
ん
の
目
指
さ
れ

た
、
無
欲
で
や
さ
し
く
自
然

と
と
も
に
生
き
る
精
神
世
界

が
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
、

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
表
わ
れ
で
も
あ
り
、
郷
土

の
生
ん
だ
偉
人
の
一
人
と
し

て
理
解
を
深
め
る
機
会
に
し

た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

良
寛
１
７
０
年
祭

市スポーツ連絡協議会

スポーツクラブ参加者募集
問い合わせ 体育課（�内線3274）へ

団　体　名
家庭婦人バレーボール
ママさんソフトテニス
ママさんテニス
ママさん卓球
レディースバドミントン
ママさんソフトボール
レクリエーションダンス

所属クラブ数
48
７
21
14
７
６
13


